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［プロフィール］広島県呉市生まれ。東京大学経済学部卒業後、1975 年に通商産業省
（当時）に入省。岡山県副知事、経済産業省大臣官房審議官を経て、2000 年に全国
初の女性知事として大阪府知事に就任。2期 8年務める。2013 年に参議院議員初当
選。2015 年に厚生労働大臣政務官、2017 年 8月に自民党女性局長に就任。

参議院議員　太田房江さん

よりよい未来のために
私たちは何ができるか

◆２０１７年９月１６日講義より
講義
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第四期

男女差別がない場所を求めて国家公務員となり、女性活躍の歴史を作る
べく活躍してきた太田房江さん。48歳で岡山県副知事になったときには
女性の肩書から“副”を取りたいと誓う。その後、大阪府知事選に勝利し、
念願の“副”なしの知事に。自民党女性局長となった今、よりいっそう女性
活躍に取り組んでいる。

　

将
来
何
に
な
り
た
い
と
い
う
目
的
も

な
く
、「
女
の
子
な
ら
文
Ⅲ
」
と
い
う

世
間
の
風
潮
に
流
さ
れ
て
東
京
大
学
文

科
Ⅲ
類
に
進
学
し
ま
し
た
。
同
期
に
は
、

北
井
久
美
子
さ
ん
（
元
中
央
労
働
委
員

会
事
務
局
長
。
弁
護
士
）、
住
田
裕
子

さ
ん
（
弁
護
士
。
法
務
省
民
事
局
付
き

検
事
等
を
経
て
現
職
）
が
い
ま
し
た
。

古
い
女
子
寮
で
共
に
貧
乏
暮
ら
し
を
し

た
仲
間
た
ち
で
あ
り
、
私
の
人
生
の
先

生
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　
文
Ⅲ
で
は
将
来
の
選
択
肢
が
広
が
ら

な
い
と
思
い
、
在
学
中
に
文
1
に
転
向
。

１
９
７
５
年
に
東
京
大
学
経
済
学
部
を

卒
業
し
ま
し
た
。
就
職
活
動
で
は
国
鉄

（
日
本
国
有
鉄
道
。
今
の
J
R
）
を

志
望
し
、
総
裁
を
目
指
す
つ
も
り
で
し

た
。
国
鉄
マン
だった
父
が
、
学
歴
が
な

い
た
め
に
、「
い
く
ら
が
ん
ばって
も
管
理

職
に
な
る
の
は
東
大
卒
の
若
い
人
ば
か
り

だ
」
と
口
惜
し
がって
い
る
姿
を
見
て
き

た
か
ら
で
す
。
し
か
し
、
当
時
の
国
鉄

は
大
変
保
守
的
な
組
織
で
、
女
性
の
採

用
な
ん
て
と
ん
で
も
な
い
と
い
う
状
況
で

し
た
。

　
経
済
学
部
の
同
期
だっ
た
小
林
由
美

さ
ん
（
日
本
長
期
信
用
銀
行
の
女
性
初

のエコノ
ミ
ス
ト
等
を
経
て
、
在
米
ジャ
ー

ナ
リ
ス
ト
）
か
ら
「
こ
の
時
代
、
男
女

差
別
が
な
い
の
は
国
家
公
務
員
試
験
く

ら
い
し
か
な
い
。
いっし
ょ
に
受
け
よ
う
」

と
誘
わ
れ
ま
し
た
。
調
べ
て
み
る
と
、

当
時
、
女
性
が
活
躍
で
き
る
省
庁
は
労

働
省
（
現
厚
生
労
働
省
）
か
通
商
産
業

省
（
現
経
済
産
業
省
）
く
ら
い
し
か
な

かった
。試
験
を
受
け
、通
産
省
に
入
省
。

こ
の
頃
、
赤
松
良
子
さ
ん
、
松
原
亘
子

さ
ん
、
森
山
眞
弓
さ
ん
の
3
人
が
霞
ヶ
関

の
女
性
三
巨
頭
と
言
わ
れ
、
飛
ぶ
鳥
を

落
と
す
勢
い
で
活
躍
さ
れ
て
い
て
、
大
変

勇
気
づ
け
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　

入
省
し
た
も
の
の
、
当
初
は
自
分
の

無
能
さ
に
打
ち
ひ
し
が
れ
、
3
年
目
ご

ろ
に一度
辞
め
よ
う
と
思
っ
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
し
か
し
先
輩
女
性
に
「
せっ

か
く
入った
の
だ
か
ら
、
女
性
の
歴
史
を

つ
く
る
た
め
に
も
辞
め
て
は
い
け
な
い
」

と
励
ま
さ
れ
、
が
ん
ば
り
抜
き
ま
し
た
。

　
１
９
９
７
年
、
48
歳
の
と
き
に
岡
山
県

の
副
知
事
に
な
り
ま
し
た
。
当
時
、
女

性
官
僚
の
キ
ャ
リ
ア
と
し
て
は
副
知
事
に

な
る
か
大
使
に
な
る
か
２
つ
の
コ
ー
ス
が

あ
り
ま
し
た
。
大
使
に
な
ら
れ
た
の
が
、

赤
松
良
子
先
生
（
ウ
ル
グ
ア
イ
大
使
）、

中
山
恭
子
先
生
（
ウ
ズベ
キ
ス
タ
ン
特
命

全
権
大
使
）
諸
姉
。
私
は
副
知
事
コ
ー

ス
へ
と
進
み
ま
し
た
。
少
し
先
に
、
北

井
さ
ん
も
静
岡
県
の
副
知
事
に
就
任
さ

れ
ま
し
た
。
知
事
に
限
ら
ず
、
女
性
の

肩
書
に
は
、
常
に
〝
副
〞
と
い
う
冠
がつ

い
て
い
ま
し
た
。
労
働
省
（
当
時
）
の

村
木
厚
子
さ
ん
や
、北
井
さ
ん
ら
と
、「
い

つ
か
〝
副
〞
を
と
ろ
う
」
と
言
い
合った

も
の
で
す
。

　
２
０
０
０
年
に
、
大
阪
府
知
事
選
に

出
馬
。
大
阪
の
選
挙
は
地
元
生
ま
れ
地

元
育
ち
で
な
い
と
当
選
は
難
し
い
と
言
わ

れ
、
広
島
出
身
の
私
に
は
無
理
だ
と
思っ

て
い
ま
し
た
が
、「
いつ
か
〝
副
〞
を
と

ろ
う
」
と
誓
い
合った
言
葉
が
私
の
背
中

を
押
し
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
大
阪

人
の
「
やって
み
な
は
れ
、
な
ん
と
か
な

る
や
ろ
」
と
い
う
気
質
に
も
励
ま
さ
れ

ま
し
た
。
全
国
初
の
女
性
知
事
と
な
り
、

２
０
０
８
年
ま
で
２
期
務
め
ま
し
た
。

　
在
任
中
は
、
知
事
の
役
得
で
、
オ
リ

ン
ピック
メ
ダ
リ
ス
ト
の
若
い
ア
ス
リ
ー
ト

や
、
韓
流
ド
ラマの
俳
優
ら
有
名
人
の
訪

問
を
受
け
た
り
、
米
国
で
ヒ
ラ
リ
ー
・
ク

リ
ン
ト
ン
に
面
談
で
き
た
り
、米
メ
ジャ
ー

リ
ー
グ
で
は
新
庄
剛
志
選
手
と
と
も
に

始
球
式
のマ
ウ
ン
ド
に
立
つ
な
ど
貴
重
な

東
京
大
学
の
女
子
寮
で

生
涯
の
友
人
た
ち
と
出
合
う

男
女
平
等
の
職
場
を
求
め
て

国
家
公
務
員
の
道
へ

女
性
の
肩
書
か
ら

〝
副
〞と
い
う
冠
を
取
り
た
い

女
性
初
の
知
事
と
な
り

大
阪
の
経
済
立
て
直
し
を
図
る
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体
験
を
さ
せ
てい
た
だ
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
最
も
力
を
入
れ
た
の
は
、
前

任
者
た
ち
に
よって
膨
れ
上
がった
借
金

を
解
消
し
、
財
政
を
健
全
化
す
る
こ
と

で
し
た
。
あ
る
政
治
家
に
「
借
金
を
増

や
し
た
」
と
叩
か
れ
ま
し
た
が
、
そ
れ

は
正
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
コス
ト
削
減
だ
け
で
は
巨
額
の
負
債
を

解
消
で
き
ま
せ
ん
し
町
の
活
力
が
な
く

なって
し
ま
い
ま
す
。
投
資
を
し
、
収
益

を
上
げ
、
再
投
資
を
し
、
経
済
を
活
性

化
し
な
が
ら
少
し
ず
つ
赤
字
を
帳
消
し

に
し
てい
く
計
画
で
し
た
。

　
２
期
の
在
任
中
に
、
自
分
で
も
よ
く

やった
と
自
負
し
て
い
る
の
が
、
関
西
空

港
の
滑
走
路
の
増
設
で
す
。
１
本
だ
っ

た
滑
走
路
を
２
本
に
増
設
し
た
こ
と
に

よ
り
24
時
間
飛
行
機
の
発
着
が
可
能
に

な
り
ま
し
た
。
そ
の
波
及
効
果
は
２
倍

ど
こ
ろ
か
５
倍
に
も
な
り
、
滑
走
路
の

お
か
げ
で
大
手
企
業
誘
致
に
も
成
功
し

ま
し
た
。

　
３
期
目
も
継
続
し
た
か
っ
た
の
で
す

が
、
女
性
が
知
事
を
務
め
る
こ
とへの
根

強
い
強
い
反
発
も
あ
り
、
か
な
い
ま
せ
ん

で
し
た
。

　
２
０
０
８
年
に
大
阪
府
知
事
を
退
き
、

２
０
１
３
年
に
参
議
院
議
員
と
し
て
初

当
選
。
国
鉄
マ
ン
だ
っ
た
父
に
な
ら
い
、

運
輸
・
交
通
政
策
、
イ
ンフ
ラ
輸
出
な
ど

国
土
交
通
政
策
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
医
療
・
福
祉
・
介
護
・
子
育
て
・

年
金
の
分
野
に
も
力
を
入
れ
、
超
少
子

高
齢
化
社
会
の
モ
デ
ル
作
り
に
努
め
て
い

ま
す
。

　
１
９
７
５
年
に
入
省
し
て
以
来
、
大

き
く
変
わった
こ
と
は
、
日
本
の
人
口
で

す
。
昔
は
亡
く
な
る
人
よ
り
も
生
ま
れ

て
く
る
子
ど
も
の
ほ
う
が
多
かった
。
今

は
、
生
ま
れ
て
く
る
子
の
2
倍
の
人
が

亡
く
なってい
ま
す
。
出
生
率
は
今
や
１・

44
（
図
❶
）。

　
こ
れ
に
よって
、
社
会
保
障
給
付
費
が

膨
ら
ん
で
い
ま
す
（
図
❷
）。
70
年
代
は

国
の
支
出
の
１
位
は
公
共
事
業
費
で
し

た
。
今
は
社
会
保
障
費
が
１
位
で
、
公

共
事
業
費
６
兆
円
に
対
し
、
１
２
０
兆

円
が
使
わ
れ
てい
ま
す
。

　
人
口
減
少
に
よ
り
人
手
不
足
が
深
刻

化
し
て
い
ま
す
。
期
待
さ
れ
る
の
は
女

性
の
労
働
力
で
す
。
安
倍
政
権
の
発
足

後
、
４
年
で
、
女
性
の
就
業
者
数
は
約

１
５
０
万
人
増
加
し
ま
し
た
。

　
女
性
が
出
産
な
ど
で
職
場
を
離
れ
る

Ｍ
字
型
カ
ー
ブ
も
こ
こ
30
年
で
だ
い
ぶ
Ｍ

の
谷
が
小
さ
く
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

ま
だ
諸
外
国
に
比
べる
と
低
い
。
試
算
で

は
、
働
き
た
いの
に
働
け
な
い
（
潜
在
的

労
働
力
）
女
性
が
１
３
５
万
人
い
ま
す
。

女
性
が
出
産
後
も
働
け
る
環
境
を
整
備

し
、
こ
の
数
字
を
ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
で
、

労
働
力
不
足
は
解
消
で
き
ま
す
。

　
女
性
の
管
理
職
比
率
が
諸
外
国
に
比

べ
て
低
い
こ
と
も
課
題
で
す
。
特
に
国

会
議
員
に
占
め
る
女
性
議
員
の
割
合
は

ひ
ど
く
、
日
本
は
衆
院
選
で
10
・
１
％
、

参
議
院
で
20
・
７
％
。
韓
国
に
も
遠
く

及
び
ま
せ
ん
。

　
急
速
に
女
性
比
率
を
伸
ば
し
て
い
る

の
が
フ
ラ
ン
ス
で
す
。
パ
リ
テ
と
い
う
ク

オ
ー
タ
制
を
は
じ
め
、
様
々
な
施
策
が

功
を
奏
し
てい
る
よ
う
で
す
。
ド
イ
ツ
も

メ
ル
ケ
ル
首
相
の
も
と
、
ブ
レ
る
こ
と
な

く
しっか
り
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
を
進
め
て
い

ま
す
。
メ
ル
ケ
ル
首
相
は
、
難
民
問
題

な
ど
困
難
な
問
題
を
抱
え
な
が
ら
も
４

期
目
の
当
選
を
果
た
し
ま
し
た
。
こ
う

い
う
女
性
リ
ー
ダ
ー
が
出
て
き
た
こ
と
は

大
変
心
強
く
思
い
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
ま
だ
ま
だ
課
題
は

山
積
み
で
す
。
今
回
、
自
民
党
の
女
性

局
長
に
就
任
し
た
こ
と
を
機
に
、
こ
れ

ま
で
進
め
て
き
た
、
女
性
の
活
躍
や
健

康
な
ど
の
問
題
に
よ
り
いっそ
う
真
剣
に

取
り
組
ん
でい
き
た
い
と
思ってい
ま
す
。

　
通
産
省
に
入
省
し
た
と
き
、
上
場
企

業
で
初
の
女
性
重
役
と
なった
石
原一子

さ
ん
か
ら
「
犬
の
よ
う
に
働
き
、
男
の

頭
で
考
え
、
レ
デ
ィ
の
ご
と
く
振
る
舞
い

な
さ
い
」
と
い
う
言
葉
を
い
た
だ
き
、
こ

れ
が
私
の
バ
イ
ブ
ル
に
な
り
ま
し
た
。
こ

う
い
う
こ
と
を
言
う
と
「
そ
れ
は
普
通

の
女
性
は
働
け
な
い
と
い
う
こ
と
で
す

か
」
と
必
ず
返
さ
れ
る
の
で
す
が
、
私

は
こ
う
解
釈
し
てい
ま
す
。
男
の
よ
う
に

考
え
る
と
は
、
社
会
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
は

何
か
を
考
え
な
が
ら
新
し
い
時
代
を
切

り
開
く
と
い
う
こ
と
、
レ
デ
ィ
の
ご
と
く

と
い
う
の
は
、「
あ
あ
素
敵
な
女
性
だ
な
」

と
思
わ
れ
る
よ
う
に
し
な
さ
い
と
い
う
こ

と
だ
と
。
今
も
こ
う
し
て
仕
事
を
続
け

て
い
ら
れ
る
の
は
、
こ
の
言
葉
が
あ
っ
た

か
ら
だ
と
思ってい
ま
す
。

女
性
の
地
位
向
上
に
向
け
て

ま
だ
ま
だ
問
題
は
山
積

「
男
の
頭
で
考
え
、レ
デ
ィ
の
ご
と
く

振
る
舞
う
」の
真
意
と
は
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出
生
数
・
死
亡
数
（
万
人
）

資料： 年以前：厚生労働省大臣官房統計情報部「人口動態統計」
年以降：国立社会保障・人口問題研究所「日本の将来推計人口（平成 年１月推計）」［出生中位・死亡中位推計］

（注） 年までは確定数。

（年） 

合
計
特
殊
出
生
率

出生数
（左目盛）

死亡数
（左目盛）

合計特殊出生率
（右目盛）

将来推計

参考推計

����㹼�

第１次ベビーブーム（ ～ 年）
最高値： 人（ 年）

第２次ベビーブーム（ ～ 年）
最高値： 人（ 年）

����ᖺ�

5 

出生数・死亡数、合計特殊出生率の推移： ～ 年▼図❶ 出生数・死亡数、合計特殊出生率の推移：1900～2110年▼図❷ 社会保障給付費の推移

◀日本では年金・介護など高齢者への政府支出は多い
が、現役世代向けの支出は先進国の中で著しく低い

出典：OECD” Social Expenditure” “Labor Force 
Statistics” から経産省が作成
「不安な個人、立ちすくむ国家」経産省 次官・若手プロジェクト

資料：国立社会保障・人
口問題研究所「平成26
年度社会保障費用統
計」、2015年度、2016
年度（予算ベース）は厚
生労働省推計、2016年
度の国民所得額は「平
成28年度の経済見通し
と経済財政運営の基本
的態度（平成28年1月
22日閣議決定）」

資料：2014年以前：厚
生労働省大臣官房統
計情報部「人口動態統
計」
2015年以降：国立社会
保障・人口問題研究所
「日本の将来推計人口
（平成29年１月推計）」
［出生中位・死亡中位
推計］
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だれもが活躍できる企業を
目指してーJR東日本の取り組み

◆２０１７年９月１６日講義より
講義

REPORT
第四期

ほとんど女性のいない職場であった国鉄時代から、分割民営化を経て、
「誰もが活躍できる企業」を目指し、大胆なダイバーシティ戦略を敢行し
ているJR東日本。その理由と取り組み内容について聞いた。

　
Ｊ
Ｒ
東
日
本
は
、
１
９
８
７
年
の
国

鉄
の
民
営
化
に
よって
ス
タ
ー
ト
い
た
し

ま
し
た
。

　
そ
れ
ま
で
は
、
電
話
交
換
手
と
、
鉄

道
病
院
に
勤
務
す
る
看
護
師
以
外
は
、

社
員
の
ほ
ぼ
１
０
０
％
が
男
性
で
し
た
。

そ
の
後
、
少
し
ず
つ
女
性
の
数
が
増
え
、

現
在
で
は
、「
10
人
に
１
人
が
女
性
」
と

なって
い
ま
す
。
少
な
い
と
思
わ
れ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
そ
れ
に
は
理
由
が
あ

り
ま
す
。

　
１
９
９
９
年
の
労
働
基
準
法
改
正
に

よ
り
、
女
性
の
深
夜
労
働
が
解
禁
に
な

り
ま
し
た
が
、
そ
れ
ま
で
は
、
女
性
は

深
夜
勤
務
が
で
き
ず
、
効
率
面
や
男

性
社
員
と
の
不
公
平
感
な
ど
か
ら
女
性

を
採
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の

で
す
。

　
人
数
増
だ
け
で
な
く
、
女
性
の
職
域

も
拡
大
し
て
い
ま
す
。
１
９
８
８
年
に

総
合
職
女
性
社
員
の
採
用
を
開
始
し
、

２
０
０
０
年
に
鉄
道
事
業
配
属
女
性
の

採
用
を
拡
大
、
２
０
０
３
年
に
女
性
乗

務
員
が
誕
生
。
現
在
、
新
幹
線
の
運
転

士
も
常
時
10
人
程
度
が
女
性
で
す
。

　

当
初
は
男
性
し
か
い
な
かっ
た
た
め
、

女
性
の
採
用
に
あ
たって
、
ト
イ
レ
や
寝

所
、
シ
ャワ
ー
ル
ー
ム
を
整
備
す
る
こ
と

か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
労
働

基
準
法
改
正
か
ら
５
年
経って
も
女
性
の

数
は
増
え
ま
せ
ん
で
し
た
（
図
1
）。

　
そ
こ
で
２
０
０
４
年
か
ら
Ｆ
プ
ロ
グ
ラ

ム
と
い
う
プ
ロ
ジェク
ト
を
ス
タ
ー
ト
。
継

続
し
て
女
性
を
採
用
す
る
と
同
時
に
、

女
性
社
員
の
職
域
拡
大
と
、
離
職
防
止

策
、
再
就
職
支
援
制
度
を
整
え
て
い
き

ま
し
た
。

　

続
い
て
２
０
０
９
年
に
、
ワ
ー
ク
・
ラ

イ
フ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま

し
た
（
図
２
）。
目
的
は
、
両
立
支
援

施
策
と
風
土
改
革
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
は
す
べて
、
仕
組

み
作
り
は
ト
ップ
ダ
ウ
ン
で
、
風
土
改
革

は
現
場
に
よ
る
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
で
、
と
い

う
方
針
で
進
め
ま
し
た
。

　

ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
と
し
て
は
、
事
業
所

内
保
育
所
の
開
設
や
、
現
行
の
法
律
よ

り
も
手
厚
い
育
児
休
業
（
子
ど
も
が
３

歳
ま
で
）
や
時
短
制
度
（
子
ど
も
が
３

歳
に
な
る
ま
で
１
日
６
時
間
勤
務
が
可

能
）、
さ
ら
に
短
日
勤
務
（
月
４
日
の
休

暇
増
）
の
実
施
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、

家
族
への
感
謝
や
、
仕
事
に
対
す
る
家
族

の
理
解
を
深
め
る
た
め
に
、
ファ
ミ
リ
ー

労
働
基
準
法
改
正
を
契
機
に

女
性
の
採
用
と
職
域
拡
大
が
進
む

女
性
を
受
け
入
れ
る
た
め
の

大
改
革
に
着
手

ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
と
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ

の
改
革
で
女
性
の
定
着
率
が
向
上

東日本旅客鉄道株式会社（JR東日本）　取締役会長

　清野 智さん
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◀図❹  図❸▶

デ
ー
も
開
催
し
てい
ま
す
。

　
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
と
し
て
は
、
社
内
で
の

「
ワ
ラ
プ
ロ・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」、
ポ
ー
タ

ル
サ
イ
ト
の
開
設
に
よ
り
、
ロ
ー
ル
モ
デ

ル
の
紹
介
や
双
方
向
の
コ
ミュニ
ケ
ー
ショ

ン
を
可
能
に
し
て
き
ま
し
た
。

　
社
内
の
勉
強
会
を
行った
と
き
に
、
印

象
に
残
っ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
２
つ
あ
り
ま

し
た
。

　
１
つ
は
、
女
性
車
掌
の
発
表
。
第
１

子
の
育
休
が
明
け
、
復
帰
し
た
矢
先
に

第
２
子
妊
娠
が
わ
かった
。
復
帰
し
た
ば

か
り
な
の
に
育
児
休
業
を
申
請
す
る
の

は
気
が
咎
め
、悩
ん
でい
た
が
上
司
の「
そ

ん
な
こ
と
は
心
配
せ
ず
堂
々
と
言
え
ば
い

い
。
いい
子
を
産
ん
で
戻って
き
な
さ
い
」

と
い
う
言
葉
に
救
わ
れ
た
と
。

　
も
う一人
の
発
表
は
、
保
育
園
に
子
ど

も
を
預
け
て
窓
口
業
務
に
従
事
し
て
い

る
女
性
の
事
例
。
子
ど
も
が
熱
を
出
し
、

保
育
園
か
ら
電
話
が
か
かった
と
き
に
上

司
か
ら
「
す
ぐ
に
迎
え
に
行
き
な
さ
い

と
言
わ
れ
て
非
常
に
助
かった
」
と
い
う

話
。
こ
の
よ
う
な
話
が
色
々
な
現
場
か

ら
あ
がって
き
ま
し
た
。

　
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
推
進
し
た
こ
と
に
よ

り
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
取

り
組
ん
だ
こ
と
で
、
管
理
職
の
意
識
改

革
も
進
み
、
こ
れ
ら
の
事
例
に
つ
な
がっ

た
と
思ってい
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
施
策
に
よ
り
、
女
性
の
定

着
率
は
大
幅
に
向
上
し
て
き
て
い
ま
す
。

２
０
０
３
年
で
は
入
社
10
年
目
の
女
性

社
員
の
定
着
率
は
約
50
％
、
２
０
０
８
年

で
は
80
％
、
２
０
１
７
年
で
は
87
％
ま
で

向
上
し
ま
し
た
（
図
３
）。

　
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
女

性
の
両
立
支
援
に
焦
点
を
当
て
た
も
の

で
し
た
が
、
２
０
１
６
年
か
ら
、
よ
り

範
囲
を
広
げ
た
「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
・マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
（
働
く
人
の
多
様
化
への
対

応
）」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
弊
社
の

社
員
の
年
齢
構
成
を
見
る
と
４
、５
年
後

の
近
い
将
来
に
は
、
子
育
て
と
介
護
を

抱
え
る
社
員
が
多
数
を
占
め
る
こ
と
が

予
測
さ
れ
てい
ま
す
（
図
４
）。

　
介
護
理
由
で
１
年
間
休
職
で
き
る
、
３

年
間
短
日
勤
務
が
で
き
る
な
ど
の
仕
組

み
づ
く
り
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
制

約
の
あ
る
社
員
への
対
応
だ
け
で
な
く
、

W
O
R
K
（
働
く
）
とい
う
こ
と
で
は
す
べ

て
の
社
員
は
平
等
で
あ
る
と
考
え
、
人
材

を
教
育
す
る
方
針
に
、
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィの

考
え
方
を
採
り
入
れ
てい
ま
す
（
図
５
）。

　
子
育
て
支
援
、
介
護
支
援
が
必
要
な

の
は
社
員
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
顧

客
に
対
し
て
も
、
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
の
可

能
性
に
期
待
す
る
取
り
組
み
を
進
め
て

い
ま
す
。

　
た
と
え
ば
、
ベビ
ー
カ
ー
や
車
椅
子
利

用
の
方
が
使
い
や
す
い
車
両
の
工
夫
、
ベ

ビ
ー
休
憩
室
の
設
置
、
新
幹
線
内
の
多

目
的
ト
イ
レ
の
充
実
な
ど
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

　
鉄
道
事
業
関
連
に
と
ど
ま
ら
ず
、
保

育
施
設
と
介
護
施
設
が
合
体
し
た
施

設
、CO

T
O
N
IO
R

（K
odom

o

と

Senior

を
組
み
合
わ
せ
た
造
語
）
の
設

置
も
行
っ
て
い
ま
す
。CO

T
O
N
IO
R

は
す
で
に
４
カ
所
開
設
し
て
お
り
、
今

後
も
増
や
す
予
定
で
す
（
図
６
）。

　
子
ど
も
と
シニア
世
代
が
日
常
的
に
交

流
す
る
こ
と
で
、
高
齢
者
の
認
知
症
が
改

善
し
た
り
、
子
ど
も
も
言
葉
づ
か
い
が
よ

く
なった
、
高
齢
者
に
配
慮
で
き
る
よ
う

に
なった
、
な
ど
の
報
告
が
あ
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
そ
の
発
展
形
と
し
て
、
多
世

代
が
交
流
で
き
る
新
し
い
ま
ち
づ
く
り

に
も
着
手
し
て
お
り
、
２
０
１
８
年
の
春

に
は
開
業
を
予
定
し
てい
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
、目
の
見
え
な
い
人
な
ど「
お

困
り
に
なって
い
る
お
客
さ
ま
」
への
声

か
け・サ
ポ
ー
ト
な
ど
も
進
め
てい
ま
す
。

今
後
も
、
す
べ
て
の
人
に
〝
優
し
い
鉄

道
〞
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

女
性
だ
け
で
な
く
、全
社
員
を

対
象
に
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
へ

社
員
だ
け
で
な
く
、
顧
客
に
対
し
て
も

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
の
考
え
方
で

� の �
�
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今
は
民
主
主
義
の
時
代
と
言
わ
れ
てい

ま
す
が
、
果
た
し
て
そ
う
で
し
ょ
う
か
。

　
私
は
戦
後
生
ま
れ
で
、
子
ど
も
の
と

き
か
ら
両
親
に
「
こ
れ
か
ら
は
民
主
主

義
の
時
代
だ
、
男
女
平
等
だ
」
と
言
わ

れ
て
育
ち
ま
し
た
。

　
両
親
は
中
国
か
ら
の
引
き
揚
げ
者
で
、

戦
後
は
大
変
苦
労
し
た
そ
う
で
す
。
父

は
よ
く
「
戦
争
は
人
間
性
を
殺
さ
な
い

と
で
き
な
い
。
こ
ん
な
ば
か
な
こ
と
は
二

度
と
し
て
は
い
け
な
い
」
と
言
って
い
ま

し
た
。「
日
本
に
は
世
界
に
誇
れ
る
平

和
憲
法
が
で
き
た
。
こ
れ
を
守
る
の
は

あ
な
た
た
ち
だ
」
と
も
よ
く
言
わ
れ
た

も
の
で
す
。
し
か
し
今
、
民
主
主
義
が
、

平
和
憲
法
が
、
危
機
に
さ
ら
さ
れ
てい
る

と
感
じ
ま
す
。
な
ぜ
こ
ん
な
状
況
に
なっ

て
し
まった
の
で
し
ょ
う
か
。

　
私
は
民
間
企
業
で
務
め
た
後
、
40
歳

の
と
き
に
縁
あって
札
幌
市
役
所
の
非
常

勤
職
員
に
採
用
さ
れ
ま
し
た
。一緒
に
働

い
て
い
る
女
性
も
同
じ
非
常
勤
で
し
た

が
30
年
近
く
も
働
い
て
い
る
。
そ
れ
な
の

に
、
採
用
さ
れ
た
ば
か
り
の
私
と
給
料

は
同
じ
で
し
た
。
民
間
企
業
な
ら
、
た

と
え
ア
ルバ
イ
ト
で
も
1
年
勤
め
れ
ば
時

給
は
上
が
る
。
な
ぜ
こ
こ
で
は
30
年
働
い

て
も
時
給
が
同
じ
な
の
だ
ろ
う
と
疑
問

を
感
じ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
労
働
組
合
の
活
動
に
関
わ

る
よ
う
に
なった
の
は
、
そ
の
時
の
疑
問

が
ずっと
あった
か
ら
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

調
べて
み
る
と
、
地
方
公
務
員
法
で
は
、

恒
常
的
な
業
務
は
正
規
の
職
員
が
し
、

短
期
的
な
業
務
は
臨
時
と
か
非
常
勤
職

員
が
す
る
こ
と
に
なってい
る
。

　
と
こ
ろ
が
実
際
に
は
、
臨
時
職
員
や

非
常
勤
職
員
が
継
続
的
な
業
務
を
担
っ

て
い
る
例
は
た
く
さ
ん
あ
り
、
長
年
勤
め

て
い
る
人
が
た
く
さ
んい
ま
し
た
。で
も
、

地
方
公
務
員
法
で
は
、
臨
時
や
非
常
勤

の
職
員
に
は
手
当
も一時
金
も
出
な
い
こ

と
に
なってい
る
。

　
一方
で
、
行
政
改
革
の
名
の
も
と
に
、

正
規
職
員
は
減
ら
さ
れ
、
非
常
勤
職
員

が
ど
ん
ど
ん
増
え
て
い
く
。
こ
の
人
た
ち

は
、
何
年
働
い
て
も
年
収
2
0
0
万
円

程
度
し
か
も
ら
え
な
い
。

　

そ
れ
で
も
昔
は
ま
だ
よ
か
っ
た
の
で

す
。
臨
時
や
非
常
勤
の
仕
事
を
す
る
人

は
、
夫
が
主
た
る
働
き
手
で
自
分
は
家

計
の
足
し
程
度
に
働
く
と
い
う
女
性
が

多
かった
か
ら
で
す
。
し
か
し
今
は
、
シ

ン
グ
ルマ
ザ
ー
や
、
女
性
が
家
計
を
支
え

て
い
る
ケ
ー
ス
、
さ
ら
に
は
男
性
も
増
え

て
き
てい
る
の
で
す
。

　
地
方
公
務
員
法
が
で
き
た
当
時
、
昭

和
25
年
頃
は
こ
の
よ
う
な
状
況
は
想
定

し
て
い
な
かった
。
だ
か
ら
非
常
勤
職
員

は
昇
給
も
手
当
も
な
く
、
交
通
費
す
ら

出
てい
な
い
。

　
保
育
、
介
護
、
福
祉
な
ど
臨
時
や
非

常
勤
職
員
の
方
々
が
活
躍
し
て
い
る
場
は

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
図
書
館
司
書
や

給
食
の
調
理
員
さ
ん
も
、
正
規
職
員
に

見
え
ま
す
が
、
多
く
は
非
常
勤
の
職
員

で
す
。
現
在
、
こ
の
よ
う
な
非
常
勤
の

人
た
ち
が
70
万
人
も
い
ま
す
。
長
年
働

い
て
い
て
も
、臨
時
や
非
常
勤
の
職
員
は
、

法
律
上
は
公
務
員
で
は
な
い
。
だ
か
ら

法
律
で
守
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
お
か

し
い
。
こ
の
人
た
ち
を
何
と
か
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
、
何
度
も
総
務
省
と
交

渉
し
、
よ
う
や
く
通
勤
手
当
は
出
せ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
自
治
体
単
位
で
臨
時
や
非
常
勤
の
職

員
に
対
し
て
手
当
を
支
払
う
動
き
も
あ

り
ま
し
た
が
、
そ
う
す
る
と
「
法
律
違

反
だ
」
と
訴
訟
を
起
こ
さ
れ
る
ケ
ー
ス

も
あ
り
ま
し
た
。

　
「
こ
の
状
況
を
な
ん
と
か
し
な
け
れ

ば
」
そ
う
思
って
、
60
歳
を
前
に
、
選

挙
に
出
る
決
意
を
し
ま
し
た
。
本
当
は
、

国
会
議
員
に
な
る
つ
も
り
な
ど
全
く
な

敗戦という大きな犠牲と引き換えに、私たちが手にした平和憲法と民主主
義。その存続が今、危ぶまれている。法律の保護からこぼれ落ちた非正規
雇用の人たち、雇用の安定はどのように守ればいいのか。この国を良くす
るためには、女性たちの活躍がぜひとも必要なのだ。

［プロフィール］1947年北海道生まれ。民間企業を経て、1986 年より札幌市非常勤
職員となり、労働問題に関心を持つようになる。1995 年に自治労札幌市役所職員組合
特別執行委員となり、自治労北海道本部執行委員、自治労北海道本部副執行委員長を
経て、2003 年に自治労中央執行委員（組織局次長）に。2007 年に全国比例区で参
議院議員に初当選。2013 年に2期目当選を果たす。現在、参議院内閣委員会、行
政監視委員会、ＯＤＡ特別委員会（筆頭理事）。

参議院議員　相原久美子さん

民主主義の基本と
格差問題

民
主
主
義
は
戦
後
か
ら

後
退
し
て
い
る

勤
続
30
年
も
新
人
も
同
じ
賃
金

労
働
問
題
に
目
覚
め
た
出
来
事

法
律
を
変
え
な
け
れ
ば

世
の
中
は
変
わ
ら
な
い
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かった
の
で
す
が
、周
囲
の
方
々
か
ら
「
現

場
を
変
え
る
だ
け
で
は
だ
め
だ
、
法
律

を
変
え
な
け
れ
ば
」
と
背
中
を
押
さ
れ

た
か
ら
で
す
。
70
万
人
の
声
な
き
声
に

答
え
る
た
め
に
、
出
馬
す
る
こ
と
に
し
た

の
で
す
。

　
国
会
議
員
に
なって
か
ら
10
年
、
よ
う

や
く
前
国
会
で
法
律
改
正
が
成
立
し
ま

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
非
常
勤
職
員
に

も
期
末
手
当
（
ボ
ー
ナ
ス
）
を
支
給
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
何
度
法
案

を
出
し
続
け
て
も
通
ら
な
かった
の
が
よ

う
や
く
通
っ
た
の
は
、
女
性
活
躍
推
進

の
機
運
に
乗
れ
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

現
場
で
働
い
てい
る
非
常
勤
職
員
は
、
圧

倒
的
に
女
性
が
多
いの
で
す
。

　
し
か
し
、
ま
だ
課
題
は
あ
り
ま
す
。

今
回
の
法
改
正
で
は
「
雇
用
の
安
定
」

を
条
文
に
盛
り
込
む
こ
と
が
で
き
な
かっ

た
。
非
常
勤
職
員
は
、「
会
計
年
度
任

用
職
員
」
と
い
う
位
置
づ
け
に
な
り
「
継

続
雇
用
も
あ
り
」
と
い
う
形
に
なった
。

つ
ま
り
、
1
年
ご
と
に
契
約
が
見
直
さ

れ
、
1
年
で
切
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

　
し
か
し
、
保
育
士
も
、
介
護
職
員
、

図
書
館
司
書
も
、
1
年
で
終
わ
る
仕
事

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
は
ス
キ
ル
が

積
み
上
げ
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
行
政
は
安
上
が
り
で
あって
は
い
け
な

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
私

た
ち
国
民
ひ
と
り
ひ
と
り
の
最
低
限
の

保
証
が
公
共
サ
ー
ビ
ス
だ
か
ら
で
す
。

生
ま
れ
て
か
ら
亡
く
な
る
ま
で
生
活
の

最
低
ラ
イ
ン
を
しっか
り
行
政
が
保
証
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
が
安
上
が

り
で
あ
って
は
い
け
な
い
。
し
か
し
、
相

変
わ
ら
ず
安
上
が
り
行
政
の
方
向
性
は

変
わってい
ま
せ
ん
。

　
そ
の
結
果
、
ど
う
なって
い
る
で
し
ょ

う
か
。
保
育
士
の
給
料
が
安
す
ぎ
て
、

な
り
手
が
い
な
い
。
介
護
サ
ー
ビ
ス
も
同

様
で
す
。
こ
の
ま
ま
い
く
と
公
的
な
サ
ー

ビ
ス
は
ど
ん
ど
ん
縮
小
さ
れ
、
保
険
料

を
払
って
い
る
の
に
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
ら
れ
な
い
と
い
う
人
が
出
て
く
る
。
こ

う
い
う
流
れ
が
こ
の
20
年
、
ず
っ
と
続
い

て
い
る
の
で
す
。

　
働
く
人
に
とって
、
雇
用
の
安
定
と
、

同一労
働
同一賃
金
は
原
則
で
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
残
念
な
の
は
、
不
利
な

立
場
に
い
る
の
は
圧
倒
的
に
女
性
だ
と
い

う
こ
と
。
さ
ら
に
、
最
近
は
男
性
も
増

え
て
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
。
こ
れ
は
日

本
の
闇
だ
と
思
い
ま
す
。

　

大
阪
で
こ
ん
な
話
を
聞
き
ま
し
た
。

生
活
保
護
を
受
け
る
た
め
に
役
所
に
相

談
に
行
く
と
、
そ
の
相
談
員
も
非
常
勤

職
員
、
職
安
に
行
く
と
職
業
相
談
員
も

非
常
勤
職
員
だ
と
。
こ
の
方
た
ち
は
年

収
2
0
0
万
円
程
度
で
働
い
てい
ま
す
。

こ
れ
で
生
活
が
で
き
ま
す
か
？　
日
本

は
、
高
度
経
済
成
長
を
経
て
豊
か
に
なっ

て
い
る
の
か
と
思
っ
た
ら
、
だ
ん
だ
ん
悪

く
なってい
る
。

　
こ
の
状
況
を
変
え
る
た
め
に
は
、
ぜ　

ひ
と
も
女
性
が
が
ん
ば
ら
な
け
れ
ば
と

思ってい
ま
す
。
今
、
国
会
議
員
の
女
性

比
率
を
見
て
み
る
と
、
参
議
院
で
21
%
、

衆
議
院
で
９
％
で
す
（
H
28
年
9
月
17

日
現
在
）。
女
性
の
ほ
う
が
長
生
き
し

ま
す
。
年
金
問
題
は
女
性
が
しっか
り

考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
で
す
。

介
護
や
育
児
の
負
担
は
い
ま
だ
に
女
性
の

方
が
重
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
子
育

て
も
介
護
も
妻
に
全
部
任
せ
て
い
る
男

性
議
員
た
ち
が
、
教
育
や
介
護
の
問
題

を
議
論
し
て
法
律
を
作って
い
る
。
こ
ん

な
こ
と
で
、
本
当
に
私
た
ち
の
国
が
よ
く

な
る
で
し
ょ
う
か
。

　
働
いてい
る
友
人
た
ち
の
子
ど
も
は
皆
、

「
専
業
主
婦
に
な
り
た
い
」
と
言
う
そ

う
で
す
。
な
ぜ
な
ら
「
お
母
さ
ん
み
た

い
な
苦
労
を
し
た
く
な
い
か
ら
」
と
。

働
く
主
婦
が
育
児
も
介
護
も
背
負
わ
な

け
れ
ば
い
け
な
い
、
そ
ん
な
社
会
は
変
え

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
女
性

が
政
治
に
参
加
す
る
こ
と
で
、
私
た
ち

女
性
が
働
き
や
す
く
な
り
ま
す
。

　
ま
ず
は
女
性
が
しっ
か
り
政
治
に
参

加
し
て
い
く
こ
と
が
、
こ
の
国
を
よ
く
す

る
第一歩
だ
と
思
い
ま
す
。

女
性
活
躍
推
進
の
機
運
が

追
い
風
と
な
っ
た

安
上
が
り
行
政
の

行
き
つ
く
先
は

女
性
の
活
躍
な
し
に

こ
の
国
は
よ
く
な
ら
な
い

◀男女間賃金格差の推移
男女間賃金格差は依然として大きい状況で
す。一般労働者（※）の男性の平均賃金水準を
100.0としたときに、一般労働者の女性の平均賃
金水準は、平成25年で71.3と約7割でした。長期
的には縮小傾向にあるものの、先進諸外国と比
較すると、その格差は依然として大きいものがあり
ます。
※一般労働者とは、常用労働者のうち短時間労働者を除いた労働者をいい
ます。
資料出所：厚生労働省「賃金構造基本統一調査」
注）1男性一般労働者の所定内給与額を100.0としたときの、女性一般労
働者の所定内給与額の値。2「短時間労働者」は、常用労働者のうち、1日
の所定内労働時間が一般の労働者よりも短い又は1日の所定労働時間が
一般の労働者と同じでも1週の所定労働日数が一般の労働者よりも少ない
労働者をいう。平成16年まで「パートタイム労働者」の名称で調査していたが、
定義は同じである。4正社員・正職員とは、事業所において正社員・正職員と
する者をいう。
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女性活躍推進法が成立してはや一年。女性たちの活躍は進んでいる
のだろうか。女性リーダーが増えないのはなぜか。女性が自信を持って
活躍するために必要なものは何なのか。気鋭の経営学者、高田朝子
さんが独自の調査結果を参照しながら考察する。

［プロフィール］　立教大学経済学部経済学科卒業後、モルガン・スタンレー証券会社に
勤務。その後、サンダーバード国際経営大学院国際経営学修士、慶応義塾大学大学院
経営管理研究科経営学修士（MBA）、同博士課程修了　経営学博士。２００８年に法
政大学経営大学院イノベーション・マネジメント准教授、２０１０年より現職。専門は、組
織行動、リーダーシップ、危機管理。著書『女性マネージャー育成講座』（生産性出版）
ほか。

　法政大学経営大学院教授　高田朝子さん

自信とネットワーク
～女性トップに必要なもの～
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モ
ル
ガ
ン・ス
タ
ンレ
ー
証
券
会
社
に
勤

務
し
て
い
た
と
き
に
、
ア
メ
リ
カ
人
の
上

司
か
ら
「
修
士
以
上
で
な
け
れ
ば
昇
進

は
な
い
」
と
言
わ
れ
、
ア
メ
リ
カ
に
留
学

し
、
修
士
号
を
取
得
。
そ
の
後
結
婚
。

帰
国
し
て
外
資
系
の
金
融
機
関
に
再
就

職
が
決
まって
い
ま
し
た
が
、
妊
娠
・
出

産
の
た
め
専
業
主
婦
に
な
り
、
そ
の
間
に

M
B
A
と
博
士
号
を
取
得
し
ま
し
た
。

　
私
は
皇
太
子
雅
子
様
と
同
世
代
、
雇

用
機
会
均
等
法
の
成
立
後
に
就
職
し
、

育
児
や
親
の
介
護
も
し
な
が
ら
ずっと
働

い
て
き
ま
し
た
。
友
人
た
ち
も
女
性
総

合
職
と
し
て
大
企
業
に
就
職
し
て
い
ま

し
た
が
、
気
がつ
く
と
誰一人
残って
い
な

い
。
彼
女
た
ち
は
な
ぜ
仕
事
を
辞
め
て

し
まった
の
だ
ろ
う
、
逆
に
私
が
働
き
続

け
てい
る
の
は
な
ぜ
だ
ろ
う
。

　
そ
の
疑
問
か
ら
、
働
く
女
性
た
ち
に

イ
ン
タ
ビュー
を
し
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
わ
かった
の
は
、男
性
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
と
女
性
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
比
較
す

る
と
、
女
性
は
圧
倒
的
に
自
信
が
な
い
と

い
う
こ
と
。

　
企
業
の
人
事
担
当
者
が
口
を
そ
ろ
え

て
言
う
の
が
、「
優
秀
な
女
性
ほ
ど
昇

進
を
望
ま
な
い
」
と
い
う
こ
と
。
大
企

業
の
場
合
は
、
育
児
休
業
、
時
短
勤
務

な
ど
、
女
性
が
働
き
続
け
る
た
め
の
仕

組
み
は
整
って
い
る
。
そ
れ
な
の
に
、
女

性
が
昇
進
を
望
ま
な
い
。
男
性
が
も
し
、

昇
進
を
打
診
さ
れ
た
ら
「
N
O
」
と
い

う
こ
と
は
ま
ず
あ
り
え
な
い
。
こ
の
差

は
何
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　
世
の
中
の
流
れ
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

グ
ラ
フ
１
は
、
朝
日
新
聞
の
見
出
し
の
見

出
し
に
「
女
性
管
理
職
」「
女
性
活
用
」

「
女
性
活
躍
推
進
」
と
い
う
言
葉
が
載っ

た
件
数
を
表
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ

る
と
２
０
１
３
年
に「
女
性
管
理
職
」「
女

性
活
用
」
が
急
激
に
増
え
て
い
る
。
し

か
し
「
女
性
活
用
」
が
男
性
の
上
か
ら

目
線
で
不
評
だった
た
め
か
、
２
０
１
４

年
か
ら
「
女
性
活
躍
推
進
」
に
取
って

代
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
言
葉
が
使
わ
れ

た
の
は
、
２
０
０
９
年
に
帝
人
株
式
会
社

が
社
内
に
女
性
活
躍
推
進
室
を
設
置
し

た
と
き
が
最
初
で
す
。
以
来
、
女
性
活

躍
が
し
き
り
に
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　
グ
ラ
フ
２
は
、
経
団
連
加
盟
47
社
が

「
男
女
平
等
推
進
室
」「
ワ
ー
ク・ラ
イ
フ・

バ
ラ
ン
ス
推
進
室
」
と
いった
、
女
性
関

連
の
専
門
部
署
を
設
置
し
た
年
度
を
表

し
た
も
の
で
、
２
０
０
４
年
か
ら
急
増
し

た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

総
合
職
で
就
職
し
た
女
性
た
ち
は

ど
こ
に
行
っ
た
の
か

な
ぜ
、
い
つ
か
ら
女
性
の
活
躍
が

話
題
に
な
っ
て
い
る
の
か

▲グラフ1　朝日新聞における言葉の使われ方
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少
子
化
・
人
口
減
が
大
き
な
問
題
と

なった
の
も
２
０
０
４
年
。
解
決
策
の一つ

が
、
眠って
い
る
女
性
労
働
力
を
活
か
す

と
い
う
こ
と
で
し
た
。
こ
う
し
た
流
れ
か

ら
女
性
活
躍
の
機
運
が
高
ま
って
いった

の
が
、
こ
こ
10
年
の
流
れ
で
す
。

　
グ
ラ
フ
３
は
、
男
女
比
の
産
業
平
均
で

す
。
驚
く
こ
と
に
、
こ
こ
20
年
間
、
男

女
比
は
７
：
３
で
ず
っ
と
変
わって
い
な

い
。
産
業
ご
と
に
た
と
え
ば
役
所
な
ら

５
：
５
、
製
造
業
な
ら
９
：
１
、
接
客

業
な
ら
２
：
８
と
い
う
よ
う
に
違
い
が
あ

り
ま
す
が
、
平
均
に
す
る
と
７
：
３
。

こ
の
中
か
ら
管
理
職
が
生
ま
れ
る
と
し

た
ら
、
女
性
は
3
割
の
中
で
の
競
争
な

の
で
、
男
性
よ
り
も
ハ
ー
ド
ル
が
低
い
。

そ
れ
な
の
に
女
性
管
理
職
が
増
え
な
いの

は
な
ぜ
で
し
ょ
う
か
。

　

内
閣
府
の
調
査
で
、
女
性
管
理
職

が
少
な
い
理
由
を
企
業
に
聞
い
た
と
こ
ろ

「
現
時
点
で
は
、
必
要
な
知
識
、
経
験
、

判
断
力
等
を
有
す
る
女
性
が
い
な
い
」

が
48・９
％
で
圧
倒
的
多
数
で
す
。以
下

「
女
性
が
希
望
し
な
い
」（
17・９
％
）「
現

在
、
管
理
職
に
就
く
た
め
の
在
籍
年
数

等
を
満
た
し
て
い
る
者
は
い
な
い
」（
16
・

３
％
）
と
続
き
ま
す
（
グ
ラ
フ
４
）。

　

女
性
管
理
職
を
作
ら
な
い
理
由
は
、

女
性
は
結
婚
な
ど
で
す
ぐ
に
辞
め
る
の

で
重
要
な
仕
事
を
ま
か
せ
ら
れ
な
い
。

言
い
換
え
れ
ば
男
性
と
同
じ
サ
イ
ク
ル
で

仕
事
が
で
き
な
い
か
ら
と
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
ま
た
、
女
性
の
ほ
う
が
男
性
よ
り

能
力
が
低
い
か
ら
だ
と
言
わ
れ
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
が
、
男
女
で
能
力
に
優
劣

が
あ
る
と
科
学
的
に
証
明
す
る
の
は
難

し
い
。

　
男
性
の
ほ
う
が
優
秀
で
あ
る
根
拠
と

し
て
「
男
性
の
ほ
う
が
大
学
進
学
率
が

高
い
」
を
挙
げ
る
と
し
た
ら
、
こ
れ
は

近
年
、
男
女
差
は
な
い
に
等
し
い
。

　
だ
と
し
た
ら
、
こ
れ
か
ら
は
「
男
性

の
ほ
う
が
高
学
歴
だ
か
ら
昇
進
さ
せ
た
」

と
は
言
え
な
く
な
る
。

　

女
性
の
意
識
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

グ
ラ
フ
４
を
見
て
く
だ
さ
い
。「
自
分
に

は
自
信
が
な
い
」
と
思って
い
る
課
長
職

の
男
性
は
33.
2
％
、
女
性
は
33.
3
％

と
あ
ま
り
差
が
な
い
。

　
と
こ
ろ
が
、
部
長
職
に
な
る
と
男
性

19.
4
％
、
女
性
26.
2
%
と
差
が
顕

著
に
な
る
。
何
故
部
長
に
なって
も
女

性
は
自
信
が
な
いの
か
。

　
ウ
ォ
ー
ル
ス
ト
リ
ー
ト
ジ
ャ
ー
ナ
ル
で
、

ヒ
ラ
リ
ー
・
ク
リ
ン
ト
ン
と
イ
ギ
リ
ス
の
メ

イ
首
相
の
イ
ン
タ
ビュー
記
事
が
あった
の

で
す
が
、「
女
性一人
で
大
き
な
役
職
に

就
く
こ
と
に
不
安
は
な
い
か
」
と
い
う
質

問
に
対
し
、
二
人
と
も
「
ド
キ
ド
キ
し

た
」「
不
安
だった
」
と
答
え
てい
ま
す
。

次
に
「
不
安
を
払
拭
す
る
た
め
に
ど
う

し
た
か
」
と
聞
く
と
二
人
と
も
「
人
の

倍
の
準
備
を
す
る
」
と
答
え
た
。「
自

信
あ
り
げ
な
男
性
が
何
人
も
い
る
の
に
、

準
備
し
な
い
と
勝
て
る
わ
け
な
い
じ
ゃ
な

い
」
と
。

　
ど
う
や
ら
、〝
自
信
が
な
い
〞
の
は
女

性
の
病
理
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
女
性
に
自
信
が
な
い
理
由
を
つ
き
と
め

る
た
め
に
、
私
は
、
複
数
の
地
銀
の
女

性
管
理
職
の
につい
て
調
査
し
ま
し
た
。

　
グ
ラ
フ
5
を
見
て
く
だ
さ
い
。
一般

的
に
男
性
は
、
管
理
職
に
な
る
ま
で
に
、

営
業
、
融
資
、
本
部
の
仕
事
を
経
験
す

る
。
中
で
も
銀
行
員
の
花
形
的
な
仕
事

で
あ
る
法
人
融
資
の
経
験
が
最
も
長
い
。

と
こ
ろ
が
、
女
性
管
理
職
の
半
数
以
上

は
法
人
融
資
の
経
験
が
な
い
。
多
く
は

〝
女
の
子
〞
が
す
る
仕
事
し
か
経
験
し
な

い
ま
ま
管
理
職
に
なって
い
る
。
経
験
が

な
い
こ
と
につい
て
判
断
し
た
り
指
示
を

出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
彼
女
ら
が
「
自
信
が
な
い
」
と
言
う

の
は
非
常
に
納
得
で
き
る
話
で
す
。

▲グラフ５　昇進を望まない女性達

女
性
は
男
性
よ
り
も
ラ
ク
に

昇
進
で
き
る
は
ず
な
の
に
…

女
性
は
男
性
よ
り
も

圧
倒
的
に
自
信
が
な
い

▲グラフ６　地銀の女性管理職の過去のキャリア

自
信
の
な
さ
は

経
験
の
な
さ
に
起
因
す
る

▼グラフ3　男女比の産業平均▼グラフ4　女性マネージャーが少ない理由
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働
く
女
性
を
「
昇
進
意
欲
」
と
「
能

力
」
で
4
分
類
す
る
と
、
図
７
の
よ
う

に
な
り
ま
す
。
能
力
が
高
く
昇
進
意
欲

の
あ
る
女
性
を
「
組
織
の
達
人
」、
能
力

は
高
い
が
昇
進
意
欲
が
低
い
女
性
を
「
必

殺
仕
事
人
」、
能
力
は
低
い
が
昇
進
意
欲

は
高
い
女
性
を「
目
立
ち
た
が
り
パフ
ォ
ー

マ
ー
」、
能
力
も
昇
進
意
欲
も
低
い
女
性

を
「
職
場
の
花
」
と
し
ま
す
。

　
ど
の
人
が
悪
い
と
い
う
話
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
全
員
が
組
織
の
達
人
だ
と
良
い
組

織
に
な
る
と
は
限
ら
な
い
か
ら
で
す
。
職

場
の
花
も
、
ム
ー
ド
メ
ー
カ
ー
で
組
織
に

な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
で
す
。

　
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
の
学
生
た
ち
に
、

「
職
場
に
は
ど
の
タ
イ
プ
が
ど
の
く
ら
いい

る
か
」
を
聞
き
ま
し
た
。
す
る
と
、
必

殺
仕
事
人
タ
イ
プ
が
と
て
も
多
い
こ
と
が

わ
かった
。
こ
れ
は
大
変
興
味
深
い
結
果

で
す
。
一般
的
に
、
組
織
は
2
割
の
優

秀
な
人
と
6
割
の
普
通
の
人
、
2
割
の

ダ
メ
な
人
で
成
り
立
って
い
る
と
言
わ
れ
、

2
：
6
：
2
の
比
率
は
パレ
ー
ト
最
適

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
女
性

に
は
こ
れ
が
あ
て
は
ま
ら
な
い
（
図
８
）。

　

女
性
が
な
ぜ
リ
ー
ダ
ー
に
な
り
た
が

ら
な
い
か
。
そ
こ
に
は

（
１
）し
な
や
か
信
仰

（
２
）ロ
ー
ル
モ
デ
ル
信
仰

（
３
）バッ
ク
テ
ィ
ー
・
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
信
仰

 

の
３つの
呪
縛
が
あ
り
ま
す
。

（
１
）
し
な
や
か
信
仰

　
世
の
中
で
よ
く
使
わ
れ
る
「
生
き
生

き
と
、〝
し
な
や
か
〞
な
生
き
方
が
で

き
る
働
く
女
性
」
と
いっ
た
キ
ャッ
チ
フ

レ
ー
ズ
が
無
意
識
な
強
制
と
なって
い
る

こ
と
。
だ
れ
も
反
対
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
言
葉
で
す
が
、「
し
な
や
か
」
に
込

め
ら
れ
てい
る
の
は
「
子
ど
も
を
産
ん
で
、

育
て
、
生
き
生
き
働
け
」
と
い
う
こ
と
。

な
ぜ
女
性
だ
け
が
そ
ん
な
負
荷
を
か
け

ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
し
ょ
う
。

そ
ん
な
理
想
像
を
押
し
付
け
ら
れ
て
も

女
性
は
尻
込
み
す
る
だ
け
で
す
。

（
２
）
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
信
仰

　
女
性
の
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
と
い
う
と
、
仕

事
が
で
き
、
結
婚
も
し
、
子
ど
も
も
優

秀
、
と
いった
よ
う
に
パ
ー
フェク
ト
を
求

め
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
ま
た
、
会
社

側
が
男
性
目
線
で
選
ん
だ
ロ
ー
ル
モ
デ
ル

は
、「
あ
ん
な
ふ
う
に
だ
け
は
な
り
た
く

な
い
」
と
思
って
い
る
先
輩
女
性
だっ
た

り
す
る
。
こ
れ
も
女
性
に
とって
重
荷
で

し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

（
３
）バッ
ク
テ
ィ
ー
・
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
信
仰

　
女
性
管
理
職
に
話
を
聞
く
と
、「
自

分
が
失
敗
す
る
と
（
女
性
の
）
後
輩
た

ち
に
迷
惑
が
か
か
る
」「
女
性
は
男
性

の
倍
働
か
な
い
と
な
か
な
か
認
め
ら
れ
な

い
」
と
い
う
声
を
非
常
に
よ
く
聞
き
ま

す
。
バック
テ
ィ
ー
と
は
、
ゴ
ルフ
で一番

後
方
か
ら
球
を
打
つ
こ
と
で
、
距
離
が

長
い
分
、
難
易
度
は
高
く
な
り
ま
す
。

女
性
は
自
ら
を
難
し
い
立
場
に
追
い
込

む
傾
向
が
あ
る
と
い
う
意
味
を
表
し
て

い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
３
つの
呪
縛
が
、
女
性
の
昇

進
意
欲
の
妨
げ
に
なってい
る
。

　
で
は
、
ど
う
す
れ
ば
こ
こ
か
ら
逃
れ
ら

れ
る
の
か
。
解
決
策
は
２つで
す
。

　
１
つ
は
つ
な
が
り
ま
し
ょ
う
と
い
う
こ

と
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
る
。
仲
間
が
い

る
こ
と
は
自
信
に
な
り
ま
す
。
ま
た
身

近
な
人
か
ら
成
功
体
験
を
聞
く
こ
と
が

動
機
づ
け
に
な
り
ま
す
。

　
母
が
重
い
病
に
か
か
り
介
護
を
し
て
い

た
と
き
に
、
私
の
心
の
拠
り
所
と
なった

の
が
ま
さ
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
し
た
。
患

者
の
会
に
参
加
し
、
体
験
談
を
聞
く
こ

と
で
心
の
支
え
に
なった
し
自
信
に
も
な

り
ま
し
た
。

　
も
う
１
つ
は
「
話
し
ま
し
ょ
う
」、
と

い
う
こ
と
。
男
性
同
士
の
「
あ
う
ん
の

呼
吸
」
は
こ
れ
か
ら
は
通
用
し
ま
せ
ん
。

職
場
に
は
外
国
人
も
女
性
も
ど
ん
ど
ん

入って
く
る
。
理
解
し
合
う
た
め
に
は
コ

ミュニケ
ー
ション
が
と
て
も
大
事
で
す
。

　
女
性
た
ち
は
、「
こ
う
あ
る
べ
き
」
と

い
う
重
荷
を
捨
て
る
べ
き
で
す
。
し
な

や
か
で
あ
る
必
要
は
な
い
。
押
し
付
け
の

ロ
ー
ル
モ
デ
ル
も
い
ら
な
い
。
あ
な
た
は

あ
な
た
以
外
の
何
者
に
も
な
れ
ま
せ
ん
。

人
を
真
似
し
て
も
リ
ー
ダ
ー
に
は
な
れ

ま
せ
ん
。
リ
ー
ダ
ー
シップ
は
、
あ
な
た

の
こ
れ
ま
で
の
生
き
方
の
延
長
線
上
に

あ
る
の
で
す
。

　

女
性
が
健
全
・
健
康
で
あ
る
た
め
に

は
、
8
時
間
働
き
、
8
時
間
寝
る
、
残

り
8
時
間
は
休
む
こ
と
で
す
。
ず
っ
と

働
い
て
い
る
の
に
8
時
間
休
め
な
い
の

は
自
分
の
働
き
方
が
よ
く
な
い
と
考
え
、

休
も
う
と
決
め
る
。
た
だ
し
結
果
の
出

し
方
、
見
せ
方
は
考
え
て
。

　
日
本
は
、
長
時
間
労
働
を
美
徳
と
し

て
き
ま
し
た
が
、
も
う
そ
ん
な
生
き
方

は
無
理
で
す
。
自
分
を
知
る
こ
と
も
大

事
で
す
。
自
分
に
最
適
な
睡
眠
時
間
、

考
え
方
の
癖
を
知
り
ま
し
ょ
う
。
も
し

「
自
分
は
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
に
考
え
る
癖
が
あ

る
」
と
気
付
い
た
ら
そ
れ
は
絶
対
に
改

め
た
ほ
う
が
いい
。
自
分
の
命
は
自
分
で

し
か
守
れ
な
いの
で
す
か
ら
。

働
く
女
性
の
多
く
は

必
殺
仕
事
人
タ
イ
プ

女
性
の
活
躍
を
阻
む

３
つ
の
呪
縛

つ
な
が
る
、
話
す
こ
と
が

解
決
の
糸
口
に

押
し
付
け
の
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
は

い
ら
な
い

データは『女性マネージャー育成講座』（高田朝子著　生産性出版）より

▼図7　昇進と能力でみた女性分類▼図8　昇進と能力でみた女性分類
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赤松政経塾 参加者の声

ジャッキー鶴丸さん石井千華さん

佐伯加寿美さん

老若男女・
障がい者健常者
共同参画を目指して

学んだ成果を
社会に活かしたい

健康、介護が
他人事から

身近な問題に

私にもできることを
見つけたい

丹下承子さん

大学院生

有限会社ジャネットインターナショナル　
代表取締役会社員

国立女性教育会館

　

東
京
大
学
大
学
院
を
経
て
、
聖
心
女
子
大

学
の
博
士
課
程
で
母
親
と
育
児
情
報
と
の
関
わ

り
につい
て
研
究
を
し
て
い
ま
す
。
孤
立
す
る
母

親
を
救
う
た
め
に
は
、
社
会
全
体
で
支
援
を
す

る
必
要
が
あ
る
と
感
じ
て
お
り
、
社
会
制
度
や

法
制
度
の
学
び
の
場
を
求
め
て
参
加
し
ま
し
た
。

講
義
か
ら
研
究
への
示
唆
を
得
る
こ
と
は
勿
論

で
す
が
、
研
究
者
と
し
て
も
母
親
と
し
て
も
生

き
方
を
試
行
錯
誤
す
る
中
、
素
晴
ら
し
い
講
師

の
先
生
や
塾
生
の
方
と
出
会
い
が
大
き
な
モ
チ

ベ
ー
ション
に
な
り
ま
し
た
。
赤
松
政
経
塾
に
感

謝
し
、
こ
こ
で
学
ん
だ
成
果
を
もって
社
会
と
の

関
わ
り
を
深
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
「
輝
い
て
い
る
女
性（
ひ
と
）に
人
が
集
ま
る
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
レ
デ
ィ
ー

ス（
注
）大
会
を
創
設
。
子
育
て
中
の
方
の
た
め

に
大
会
会
場
内
に
「
保
育
所
」
の
設
置
を
理
事

会
で
提
案
す
る
と
、「
子
ど
も
が
小
さ
い
う
ち

は
お
母
さ
ん
が
面
倒
を
み
る
べ
き
」
な
ど
の
意

見
が
…
。
そ
れ
が
男
女
共
同
参
画
を
勉
強
す
る

き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。
あ
れ
か
ら
13
年
。

こ
こ
に
就
職
で
き
た
の
は
運
命
？！一　
人
ひ
と

り
が
暮
ら
し
や
す
く
働
き
や
す
い
社
会
を
創
る

に
は
自
分
に
何
が
で
き
る
か
赤
松
政
経
塾
で
学

び
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
注
）
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
に
似
た
ド
イ
ツ
生
ま
れ
の
レ
ク
ス
ポ
ー
ツ

　

男
女
雇
用
機
会
均
等
法
が
施
行
さ
れ
た

１
９
８
６
年
４
月
に
は
既
に
会
社
を
退
職
し
て

い
た
た
め
か
、
あ
ま
り
興
味
が
持
て
ず
、
転
職

し
編
集
者
に
な
っ
て
も
、
目
の
前
の
仕
事
に
励

む
ば
か
り
で
、
女
性
の
労
働
問
題
に
は
関
心
が

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
数
年
前
、
夫

が
病
死
し
、
母
の
介
護
が
始
ま
る
と
、
健
康
寿

命
や
介
護
問
題
な
ど
が
俄
然
、
身
近
な
こ
と
と

な
り
、
無
関
心
で
は
い
ら
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。

赤
松
政
経
塾
で
は
女
性
問
題
に
関
す
る
知
識
や

考
え
を
し
っ
か
り
と
持
っ
た
先
輩
方
が
大
勢
参

加
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
勉
強
不
足
を

解
消
し
多
く
の
こ
と
を
学
び
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

赤
松
政
経
塾
で
は
、
社
会
で
最
も
旬
の
方

の
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
太
田
房
江

参
議
院
議
員
か
ら
は
日
本
初
女
性
知
事
誕
生

秘
話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
素
晴

ら
し
い
先
輩
方
に
触
発
さ
れ
「
私
に
も
何
か

で
き
る
こ
と
は
な
い
か
」
と
強
く
思
い
ま
す
。

さ
て
、
私
は
現
在
、
法
務
省
や
外
務
省
に
向

け
て
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
法
（
別
名
：
モ
ー

ニ
ン
グ
・
ア
フ
タ
ー
／
ナ
イ
ト
・
ビ
フ
ォ
ア
・

ク
ラ
イ
ム
ズ
・
ロ
ウ
、
無
差
別
法
）
の
提
言
を

し
て
い
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
女
性
た

ち
と
交
流
し
て
仲
間
を
探
し
、
専
門
家
に
話

を
聞
き
、
社
会
貢
献
活
動
を
続
け
た
い
で
す
。
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